
医療法人せいざん　青山病院　　　　　　　　　　 令和2年10月号

季節の風景診療案内　　
月曜日～金曜日　午前：９時～１２時　午後：４時～６時　
土曜日　　　　　午前：９時～１２時　午後：休診
休診日：日曜・祝日・年末年始(12月31日～1月3日)・お盆(8月15日)

担当医　　　
月曜日　午前：青山　　午後：内科（交代制） 木曜日　午前：大村　午後：宮里
火曜日　午前：宮里　　午後：大村　　　　 　金曜日　午前：宮里　
水曜日　午前：大村　　午後：卜部・森本             午後：井料(脳神経内科)　 
　　　　　　　　　　　　　  (腎臓内科)　   土曜日　午前：内科(交代制)
　　　　　　　　　　　　　　　 

爽 秋

 
 

秋 

の 

七 

草

７月より青山病院に入職致しました福本夕紀子
です。
以前は急性期病院の外来で勤務しておりました。

子供が2人おり、出産の関係で内視鏡室や整形外
科、脳外科病棟など様々な部署で勤務をしてき
た経験があります。

まだまだ分からないことが沢山あり、先輩方に
はご迷惑をおかけしていますが丁寧な指導をし
ていただき、少しずつですが看護業務に慣れる
ことが出来ています。

               これからも患者様一人ひとりに
               あった看護が提供できるように
               励んでいきたいと思います。
               宜しくお願い致します。

新しい職員のご紹介 医療機器の勉強会

臨床工学技士　
　 細田 一馬

新型コロナウイルスの影響により院内での
開催を控えていた勉強会を9月25日に再開
しました。
現在、当院で使用をしている医療機器の使
用頻度が多い輸液ポンプとそれに類似する
シリンジポンプの使用方法についての内容
です。
今後輸液ポンプ・シリンジポンプの購入が
検討されているので、安全に使用するうえ
で、再度それぞれの使用方法を周知しても
らうため、操作方法・警報の対応について
の内容で臨床工学技士が行いました。
新型コロナウイルスがまだまだ心配される
中での開催だったため、ソーシャルディス
タンスを保ちながら行いました。
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憶
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ら
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台
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節
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る
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い
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し
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。


